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視視
察察
団団
要要
項項

名

称

平
成
１８
年
度
埼
玉
経
協

中
国
社
会
経
済
視
察
団

期

間

平
成
１８
年
１０
月
９
日
�
〜
１６
日
�

団

員

二
十
五
名
（
別
表
名
簿
参
照
）

団

長

原

宏

当
会
会
長
、
武
州
ガ
ス
�
取
締
役

会
長

副
団
長

利
根

忠
博

当
会
副
会
長
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
会
長

森
谷

文
昭

当
会
常
任
理
事
、
日
本
ピ
ス
ト
ン

リ
ン
グ
�
取
締
役
会
長

視
察
先
レ
ポ
ー
ト
執
筆
者

�
広
州
本
田
汽
車
有
限
公
司

森
谷

文
昭

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
�
取
締

役
会
長

�
宝
山
製
鉄
所

宮
越

勉

当
会
理
事
、
日
本
鋳
鉄
管
�
取

締
役
工
場
長

�
蘇
州
日
本
電
波
工
業
有
限
公
司

金
平

隆
史

�
朝
日
ラ
バ
ー

彩
色
照
明
製

品
事
業
部
係
長

�
清
華
大
学（
北
京
産
学
連
携
拠
点
）

吉
野

寛
治

当
会
理
事
、
吉
野
電
化
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

�
日
本
国
駐
中
華
人
民
共
和
国
大
使

館

堀
之
内
公
使
と
の
面
談

筋
野

正
美

坂
戸
ガ
ス
�
取
締
役
総
務
部
長

別冊 中国社会経済視察団報告特集 日本経団連 埼玉

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０６～’０７ 月号

世
界
で
最
も
発
展
、
成
長
が
著
し
い
国

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

１２・１

広
州
本
田
汽
車
有
限
公
司
前
で
の
記
念
撮
影
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私
は
こ
の
度
、
協
会
と
し
て
二
十
九

回
目
と
な
る
海
外
視
察
団
に
、
ご
一
緒

に
訪
中
し
た
方
々
の
御
推
挙
を
い
た
だ

き
団
長
と
し
て
参
加
致
し
ま
し
た
。

例
年
協
会
は
時
宜
に
合
っ
た
テ
ー
マ

の
も
と
海
外
視
察
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
は
現
在
世
界
で
そ
の
一
挙

手
、
一
投
足
が
最
も
注
目
さ
れ
る
国
、

中
華
人
民
共
和
国
（
中
国
）
を
訪
問
す

る
こ
と
と
し
、
訪
中
団
を
募
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
今
迄
何
度
か
訪
中
し
て
い

た
し
、
県
内
経
済
人
に
し
て
も
多
く
の

人
が
既
に
訪
れ
て
い
る
の
で
は
と
応
募

情
況
に
杞
憂
の
念
を
抱
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
航
空
機
の
座
席
が
獲
保
で
き
な

い
こ
と
か
ら
お
断
り
す
る
方
も
出
る
な

ど
、
改
め
て
中
国
へ
の
関
心
の
高
さ
を

知
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
、
中
国
が
現
在
ブ
ラ
ジ

ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
と
と
も
に
世
界

で
最
も
発
展
、
成
長
が
著
し
い
国
と
い

わ
れ
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
同
時

に
日
本
に
と
っ
て
政
治
、
経
済
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
加
え
て
北
朝
鮮
問
題
な
ど
懸

案
事
項
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か

ら
同
国
訪
問
に
強
い
関
心
持
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
訪
中
の
都
度
そ
の

変
貌
振
り
に
驚
か
さ
れ
る
も
の
で
す
か

ら
興
味
深
深
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
関
心
と
興
味
は
私
だ
け
で

な
く
訪
中
経
験
豊
か
な
人
を
も
含
め
、

多
く
の
県
内
経
済
人
が
同
様
に
持
た
れ

た
よ
う
で
、
実
に
二
十
五
名
の
方
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

訪
ね
た
地
は
、
政
治
・
政
策
の
中
心

「
北
京
」、
も
の
づ
く
り
の
拠
点
「
広

州
」、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
物
流
の
中

心
「
上
海
」
の
三
都
市
。

私
か
ら
は
全
体
の
感
想
を
お
伝
え
す

る
こ
と
と
し
、
各
地
の
情
況
や
、
視
察

先
の
様
子
は
参
加
者
自
身
の
手
に
な
る

後
掲
の
報
告
記
を
ご
一
読
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

旅
を
終
え
た
今
、
感
じ
て
お
り
ま
す

こ
と
を
一
言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
「
現

在
の
中
国
は
、
片
時
も
目
を
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
感
想
を
持
つ
の
は
私
だ

け
で
は
な
く
他
の
方
も
同
様
で
、「
今

ま

の
中
国
は
目
ば
た
き
す
る
間
に
も
変
わ

っ
て
し
ま
う
」
と
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ

て
い
る
中
国
を
評
し
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
何
度
か
訪
中
経
験
の
あ
る

私
で
す
が
、
今
回
も
ま
た
そ
の
変
貌
振

り
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
戦

後
の
日
本
が
世
界
に
追
い
つ
き
、
追
い

越
せ
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
た
時
期

を
彷
彿
さ
せ
る
熱
気
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
今
回
旅
を
し
て
改
め

て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
日
本
の
技
術
力
の
高
さ
で

す
。
今
中
国
に
は
欧
米
や
日
本
の
名
だ

た
る
企
業
が
進
出
し
、
鎬
ぎ
を
削
っ
て

い
ま
す
。
広
州
に
進
出
し
た
本
田
技
研

工
業
さ
ん
や
蘇
州
の
日
本
電
波
工
業
さ

ん
に
し
て
も
欧
米
の
列
強
企
業
と
の
熾

烈
な
競
争
の
中
で
共
に
優
れ
た
業
績
を

挙
げ
、
大
き
な
地
歩
を
築
い
て
い
ま
す
。

ま
た
上
海
で
訪
れ
た
宝
山
製
鉄
所
や

中
国
の
産
学
連
携
拠
点
の
頂
点
に
立
つ

北
京
の
清
華
大
学
で
は
担
当
者
の
口
か

ら
現
状
の
中
国
の
技
術
水
準
が
日
本
に

及
ば
な
い
こ
と
と
、
日
本
に
多
く
の
こ

と
を
学
び
た
い
と
の
発
言
が
何
度
と
な

く
あ
り
ま
し
た
が
、
対
応
者
が
宝
山
で

は
国
際
部
長
で
あ
り
、
清
華
大
学
が
産

学
連
携
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
ま
す
と
両
氏
の
発
言
が
、
単
に
遠

来
の
訪
問
者
に
対
す
る
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
と
は
考
え
に
く
く
、
本
音
で
も
あ
る

よ
う
に
思
え
、
改
め
て
日
本
の
素
晴
ら

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
同
時
に
誇
し
く
も
思
え
た
の
で
あ

り
ま
す
。
更
に
は
、
こ
こ
数
年
両
国
間

に
は
深
刻
な
懸
念
材
料
が
あ
り
な
が
ら
、

中
国
側
と
し
て
も
、日
本
を
軽
視
、無
視

で
き
な
い
原
点
が
こ
う
し
た
点
に
も
あ

っ
た
の
だ
な
と
思
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
切
っ
て
も
切

れ
な
い
両
国
関
係
が
あ
る
こ
と
を
裏
打

ち
、
裏
づ
け
る
出
来
事
が
最
終
訪
問
地

で
あ
る
北
京
で
私
達
訪
問
団
を
待
っ
て

い
ま
し
た
。
私
達
視
察
団
が
中
国
入
り

し
た
前
日
、
安
倍
首
相
が
電
撃
的
に
中

国
を
訪
問
、
こ
れ
だ
け
で
も
大
き
な
出

来
事
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
訪
問
地

で
あ
る
北
京
に
入
っ
た
前
日
に
は
北
朝

鮮
に
よ
る
核
実
験
が
あ
っ
た
わ
け
で
す

か
ら
、
北
京
は
ま
さ
に
世
界
の
耳
目
を

集
め
る
慌
た
だ
し
い
、
緊
迫
し
た
雰
囲

気
と
情
況
の
中
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
在
中
国
日
本
大
使
館

は
私
達
視
察
団
と
の
懇
談
の
機
会
を
設

け
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か

も
、
対
応
し
て
下
さ
っ
た
方
が
政
治
担

当
の
堀
之
内
公
使
様
、
経
済
担
当
の
堂

之
上
参
事
様
（
経
済
産
業
省
）
と
な
れ

ば
当
時
の
状
況
か
ら
判
断
す
れ
ば
身
に

余
る
ご
厚
情
を
賜
わ
っ
た
わ
け
で
現
在

で
も
恐
縮
至
極
の
念
で
一
杯
で
あ
り
ま

す
。
訪
問
団
の
方
々
に
と
り
ま
し
て
も

世
界
的
な
出
来
事
が
発
生
す
る
な
か
で
、

ナ
マ生
の
情
報
に
接
し
た
こ
と
に
な
り
大
い

に
感
銘
を
受
け
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

何
れ
に
致
し
ま
し
て
も
こ
の
よ
う
な
劇

的
な
場
面
に
遭
遇
す
る
貴
重
な
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
い
た
外
務
省
の
ご
関
係
者

に
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
山
口
泰

明
外
務
常
任
委
員
長
（
衆
議
院
議
員
）

の
ご
配
慮
に
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
激
動
の
中
国
を
駆
け

足
で
訪
ね
て
き
ま
し
た
が
、
変
貌
中
国

に
驚
か
さ
れ
る
一
方
、
日
本
の
優
位
性

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
今
回
の
視

察
は
大
変
有
意
義
で
、
有
益
な
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
公

平
成
１８
年
度
・
埼
玉
経
協

中
国
社
会
経
済
視
察
を
終
え
て

武
州
ガ
ス
�
取
締
役
会
長
（
当
会
会
長
）

団
長

原

宏

― ２ ―



北京�

上海�

広州�

日本�

北朝鮮�

韓国�

私
に
わ
た
っ
て
活
か
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
劇
的
な

視
察
団
に
御
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の

方
々
に
本
会
会
長
と
し
て
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
の
視
察
に
特
段
の
御

支
援
を
い
た
だ
い
た
本
田
技
研
工
業
の

御
関
係
者
（
小
鷲
本
田
技
研
工
業
�
常

務
執
行
役
員
狭
山
製
作
所
長
、
荒
澤
広

州
本
田
自
動
車
有
限
公
司
副
経
理
様
）、

日
本
電
波
工
業
の
ご
関
係
者
（
竹
内
日

本
電
波
工
業
�
社
長
、
小
林
蘇
州
日
本

電
波
工
業
有
限
公
司
副
董
事
長
様
）
に

衷
心
よ
り
感
謝
し
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

行
程
図

日
程
表

平
成
１８
年
度
・
埼
玉
経
協
中
国
社
会
経
済
視
察
団
参
加
者
名
簿

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

�

団
の
役

レ
ポ
ー
ト

氏

名

会

社

名

役

職

名

１

団

長

原

宏

武
州
ガ
ス
�

取

締

役

会

長

２

原

幾
代

（
会
長
令
夫
人
）

３

駐
中
国
大
使
館

筋
野

正
美

坂
戸
ガ
ス
�

取
締
役
総
務
部
長

４

副
団
長

利
根

忠
博

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取

締

役

会

長

５

副
団
長

広

州

本

田

森
谷

文
昭

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
�

取

締

役

会

長

６

太
田

穰

ボ
ッ
シ
ュ
�

相

談

役

７

細
沼

哲
夫

日
本
伸
管
�

取

締

役

社

長

８

藤
池

誠
治

�
デ
サ
ン

代

表

取

締

役

９

清

華

大

学

吉
野

寛
治

吉
野
電
化
工
業
�

代

表

取

締

役

１０

田
中

忍

東
京
ガ
ス
�

埼

玉

支

店

長

１１

矢
花

昇

伊
田
テ
ク
ノ
ス
�
さ
い
た
ま
支
店

専

務

取

締

役

１２

伊
藤

巖

�
朝
日
ラ
バ
ー

取

締

役

会

長

１３

蘇
州
日
本
電
波
工
業

金
平

隆
史

�
朝
日
ラ
バ
ー

彩
色
照
明
製
品
事
業
部
係
長

１４

河
邊

啓
一

富
士
共
同
物
流
�

取

締

役

社

長

１５

町
本
知
賀
男

Ａ
Ｇ
Ｓ
�

取
締
役
業
務
監
査
部
担
当

１６

島
村

英
之

�
島
村
工
業

専

務

取

締

役

１７

宝

山

製

鉄

所

宮
越

勉

日
本
鋳
鉄
管
�

取
締
役
工
場
長

１８

忽
滑
谷
好
博

東
上
ガ
ス
�
首
都
圏
統
括
支
店

取
締
役
供
給
部
部
長

１９

高
柳

貞
夫

�
富
士
薬
品

代
表
取
締
役
会
長

２０

高
柳
勢
津
子

（
会
長
令
夫
人
）

２１

坂
本

克
己

カ
ツ
ミ
テ
ク
ノ
�

代

表

取

締

役

２２

坂
本

フ
サ

（
代
表
取
締
役
令
夫
人
）

２３

橋
本

勝
彦

本
田
技
研
工
業
�
埼
玉
製
作
所

総

務

課

長

２４

中
込

秀
明

富
士
電
子
�

代
表
取
締
役
社
長

２５

事
務
局

野
上

武
利

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

専

務

理

事

行動予定

成田発広州へ。
【所要時間；４時間３５分】
（時差－１時間）
到着後、
●広州 JETRO等訪問 〈広州泊〉

午前；〈企業訪問〉
●広州ホンダ視察
午後；広州市内視察
中国隋一の貿易都市視察 〈広州泊〉

午前；国内線にて空路上海へ。
【所要時間１時間５０分】
午後；上海市内視察
伝統と新たな文化が融合する、最先
端の都市を視察 〈上海泊〉

午前；〈企業訪問〉
●宝山製鉄所視察 〈上海泊〉

終日；〈企業訪問〉
●蘇州日本電波工業視察

〈上海泊〉

国内線にて空路北京へ。
【所要時間；１時間５０分】
●産学官連携拠点清華大学視察

〈北京泊〉
●駐中国大使館

終日；北京市内および近郊視察
中国の歴史と今が息づく絢爛たる王
朝の都を視察 〈北京泊〉

北京発成田へ。
【所要時間；３時間２０分】

交通機関

NH９２３
航空機

専用バス

専用バス
CZ３５３７
航空機

専用バス

専用バス

専用バス
MU５１０５
航空機

専用バス

専用バス
NH９０６
航空機

都 市

成田空港発

広 州

広 州

広 州

上 海

上 海

上 海
蘇 州
上 海

上 海

北 京

北 京

北 京
成田空港着

現地時間

０９：５０

１３：２５

１１：００
１２：５０

１０：００
１１：５０

１４：４５
１９：０５

日付

２００６年
１０月９日
�

１０月１０日
�

１０月１１日
�

１０月１２日
�

１０月１３日
�

１０月１４日
�

１０月１５日
�

１０月１６日
�

日数

１

２

３

４

５

６

７

８

― ３ ―



〈
視
察
の
狙
い
〉

視
察
報
告
を
発
表
す
る
現
時
点
で
は

安
倍
首
相
の
９
月
８
日
の
電
撃
的
訪
中

や
、
同
じ
く
９
月
１５
日
の
北
朝
鮮
の
核

実
験
な
ど
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
ギ
ク

シ
ャ
ク
し
て
い
た
日
中
関
係
は
大
き
く

好
転
し
、
関
係
改
善
が
進
ん
で
い
る
が
、

企
画
段
階
で
は
政
冷
経
熱
と
い
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
両
国
関
係
は
極
め
て
微
妙

な
状
態
に
あ
っ
た
。
ま
た
関
係
が
良
好

と
さ
れ
て
い
た
経
済
活
動
に
し
て
も
政

治
的
冷
却
の
影
響
が
陰
に
陽
に
出
始
め

て
い
た
時
で
あ
っ
た
た
め
中
国
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
心
を
持
つ
会
員
企
業
が
多
い
当

会
に
と
っ
て
は
早
急
に
実
態
を
調
査
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

〈
視
察
地
、

視
察
先
の
選
定
背
景
〉

視
察
目
的
か
ら
視
察
地
を
次
の
三
ヶ

所
に
絞
っ
た
。

�
北
京

東
西
冷
戦
構
造
終
焉
後
、
一
早
く
改

革
開
放
に
踏
み
切
っ
た
中
国
は
そ
の
先

見
性
も
あ
っ
て
今
や
世
界
有
数
の
経
済

大
国
と
な
り
、
そ
の
動
向
が
世
界
経
済

に
与
え
る
影
響
に
は
図
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。
そ
こ
で
中
国
が
今
後
ど
の

方
向
に
向
っ
て
い
く
か
を
探
ぐ
る
必
要

性
か
ら
政
治
、
政
策
の
中
心
地
北
京
を

訪
ね
る
こ
と
と
し
た
。

更
に
当
協
会
は
こ
こ
十
年
産
学
連
携

に
注
力
し
て
い
る
こ
と
か
ら
中
国
最
大

の
産
学
連
携
拠
点
「
清
華
大
学
」
が
北

京
に
所
在
す
る
こ
と
か
ら
北
京
を
選
択
。

�
広
州

今
や
中
国
は
、
か
つ
て
の
日
本
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に「
世
界
の
工
場
」の

異
名
を
と
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
世

界
の
工
場
は
現
在
中
国
全
土
に
展
開
さ

れ
て
い
る
が
、
広
州
は
進
出
企
業
の
数

や
規
模
に
お
い
て
、
抜
き
に
出
て
い
る

こ
と
に
加
え
、何
と
い
っ
て
も
当
県
、そ

し
て
当
協
会
に
と
り
極
め
て
縁
が
あ
り
、

重
要
な
企
業
で
あ
る
本
田
技
研
工
業
�

の
現
地
法
人
広
州
本
田
汽
車
有
限
公
司

が
所
在
す
る
こ
と
か
ら
広
州
を
選
定
し
た
。

�
上
海
・
蘇
州

現
代
中
国
を
語
る
時
、
上
海
を
抜
き

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
存
在
感

が
あ
る
上
海
。
対
世
界
ビ
ジ
ネ
ス
の
窓

口
に
し
て
、
ア
ジ
ア
最
大
の
物
流
拠
点

と
し
て
の
実
績
が
そ
の
根
拠
。
そ
こ
で

現
代
中
国
の
発
展
振
り
を
経
済
・
産
業

的
側
面
か
ら
研
究
す
る
目
的
で
上
海
を

訪
問
す
る
こ
と
と
し
、
加
え
て
躍
進
中

国
の
象
徴
で
あ
り
、
産
業
の
基
盤
と
な

っ
て
い
る
宝
山
製
鉄
所
を
視
察
先
に
選

ん
だ
。

そ
し
て
上
海
か
ら
ほ
ど
近
い
蘇
州
の

地
に
あ
っ
て
日
々
そ
の
存
在
感
を
増
し

て
い
る
当
協
会
の
重
要
会
員
で
あ
る
日

本
電
波
工
業
�
の
現
地
法
人
蘇
州
日
本

電
波
工
業
有
限
公
司
を
訪
ね
、
中
国
当

局
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
る
好
業
績
の

要
因
を
探
ぐ
る
こ
と
と
し
た
。

〈
視
察
団
の
編
成
〉

前
述
の
視
察
目
的
に
賛
同
し
御
参
加

い
た
だ
い
た
方
々
は
別
掲
の
二
十
四
名
。

視
察
団
は
二
十
四
名
に
私
を
加
え
た
二

十
五
名
で
編
成
。
尚
、
結
団
式
の
折
に
、

団
長
、
副
団
長
、
視
察
先
レ
ポ
ー
ト
執

筆
者
を
選
出
し
た
。

〈
予
期
せ
ぬ
出
来
事
〉

視
察
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
詰
め
る
過
程
で
、

一
つ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
が
持
ち
上
っ

た
。
原
団
長
か
ら
原
氏
の
甥
で
埼
玉
第

１０
区
選
出
の
山
口
泰
明
代
議
士
（
外
務

常
任
委
員
長
）
の
ご
紹
介
に
よ
り
北
京

大
使
館
に
お
い
て
中
国
の
現
況
の
説
明

を
し
て
い
た
だ
け
る
か
も
し
れ
な
い
と

の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。そ
の
後
、同
代

議
士
の
ご
高
配
を
得
て
、
大
使
館
高
官

と
の
面
談
、
並
び
に
懇
談
が
実
現
し
た
。

帰
国
後
の
日
中
関
係
は
、
そ
の
折
に

伺
っ
た
方
向
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
も
今
回
の
視
察
は
ま
さ
に
時
宜

を
得
た
も
の
と
な
っ
た
。

〈
視
察
を
終
え
て
〉

こ
こ
数
年
日
中
関
係
は
極
め
て
微
妙

で
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、

訪
問
前
と
訪
問
後
で
こ
れ
ほ
ど
情
況
変

化
が
生
ず
る
な
ど
と
誰
れ
が
予
想
し
た

だ
ろ
う
か
。

安
倍
政
権
が
誕
生
す
る
少
し
前
に
予

め
準
備
し
た
現
地
で
の
質
問
事
項
に
は

「
政
冷
経
熱
下
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
お

け
る
課
題
と
対
応
策
は
」
な
ど
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
が
、
首
相
の
訪
中
で
、

そ
れ
ま
で
日
本
バ
ッ
シ
ン
グ
に
終
始
し

て
い
た
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
も
直

ち
に
好
意
的
な
も
の
に
変
わ
り
、
急
拠

質
問
の
差
し
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
も
、
報
告
記
を
書
く
今
と
な
っ
て

は
誠
に
興
味
深
い
想
い
出
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
驚
く
こ
と
の
多
か
っ
た
中

国
で
は
あ
っ
た
が
、
何
等
疑
問
を
感
じ

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
訪
問
し
た

各
地
で
見
聞
き
し
た
こ
と
だ
が
都
市
と

農
村
の
格
差
の
拡
大
、
貧
富
の
格
差
拡

大
、
経
済
発
展
と
社
会
発
展
の
不
調
和
、

資
源
・
環
境
と
経
済
発
展
の
不
調
和
な

ど
は
、
最
早
許
容
の
レ
ベ
ル
を
越
え
て

い
る
の
で
は
と
思
わ
れ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
こ
こ
に
き
て
中
国
政
府
は
昨
年
ま
で

の
達
成
目
標
的
な
「
五
ヶ
年
計
画
」
を

捨
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
的
性
格
の
強
い

新
し
い
五
ヶ
年
計
画
を
策
定
し
、
持
続

的
成
長
に
向
け
た
国
家
運
営
に
転
換
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特
に
地
域
間
格
差
は
、
個
人
の
所
得

格
差
を
生
み
、
今
や
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
農
民
の
移
動
の
足

枷
と
な
っ
て
い
る
戸
籍
制
度
の
存
在
が

地
域
間
格
差
と
個
人
所
得
の
格
差
を
更

に
助
長
す
る
な
ど
極
め
て
憂
慮
す
べ
き

事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

こ
の
他
、
経
済
発
展
に
欠
か
せ
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
や
、
知
的
財
産
権
保
護

問
題
へ
の
対
応
な
ど
国
際
国
家
の
仲
間

入
り
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も

今
回
の
訪
問
に
よ
っ
て
改
め
て
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

結
び
に
、
ご
参
加
者
並
び
に
お
力
添

え
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
に
衷
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

専務理事
野上 武利

平
成
１８
年

埼
玉
経
協

中中
国国
社社
会会
経経
済済
視視
察察
団団
報報
告告

専
務
理
事

野
上

武
利

― ４ ―



広
州
本
田
汽
車
有
限
公
司

を
訪
ね
て

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
�

取

締

役

会

長

森
谷

文
昭
氏

森谷 文昭氏

十
月
十
日
、
私
た
ち
中
国
社
会
経
済

視
察
団
は
、
中
国
華
南
の
大
都
市
広
州

に
て
、
朝
を
迎
え
た
。

街
は
靄
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
雰
囲
気

で
あ
る
。
自
然
現
象
な
の
か
、
そ
れ
と

も
社
会
現
象
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い

が
何
と
も
重
苦
し
い
天
気
で
あ
る
。
こ

ん
な
中
、
午
前
八
時
四
十
五
分
、
私
た

ち
は
ホ
テ
ル
を
出
発
、
視
察
団
第
二
日

目
の
訪
問
先
、
広
州
ホ
ン
ダ
さ
ん
の
広

州
第
二
工
場
（
広
州
本
田
汽
車
有
限
公

司
増
城
工
場
）
を
目
指
し
バ
ス
を
走
ら

せ
た
。
途
中
、
広
州
第
一
工
場
（
黄
埔

工
場
）
や
エ
ン
ジ
ン
工
場
（
東
風
本
田

発
動
機
有
限
公
司
）
を
左
に
見
な
が
ら
、

約
一
時
間
を
か
け
て
第
二
工
場
に
到
着
、

幹
部
の
方
々
の
暖
か
い
お
出

迎
え
を
受
け
た
。

ま
ず
は
双
方
の
挨
拶
か
ら
。

広
州
ホ
ン
ダ
さ
ん
を
代
表
し
て
荒
澤

副
総
経
理
か
ら
、
会
社
の
概
要
を
軸
に

次
の
よ
う
な
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

・
設
立
は
一
九
九
八
年
七
月
一
日
、
今

年
創
業
八
年
を
迎
え
た
。
こ
の
第
二

工
場
は
九
月
十
六
日
に
開
所
し
た
ば

か
り
の
新
鋭
工
場
で
あ
る
。

・
生
産
台
数
は
現
在
、
日
当
り
一
、
二

五
〇
台
（
第
一
工
場
�
一
、
〇
〇
〇

台
、
第
二
工
場
�
二
五
〇

台
）
で
あ
る
。
第
二
工
場

は
将
来
一
、
〇
〇
〇
台
を

計
画
し
て
い
る
。

・
中
国
の
総
需
要
は
年
六
〇

〇
万
台
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
作
れ
ば
売
れ
た

時
代
は
終
わ
り
、
販
売
の

仕
方
を
変
え
る
時
期
に
来

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

・
こ
の
広
州
地
区
は
、
東
に

位
置
す
る
我
々
ホ
ン
ダ
を

は
じ
め
と
し
て
、
北
に
日

産
さ
ん
、
南
に
ト
ヨ
タ
さ

ん
と
日
系
三
社
が
進
出
し

て
い
る
。
中
国
の
デ
ト
ロ

イ
ト
を
目
指
し
て
い
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
視
察
団
を
代
表
し
て

原
団
長
が
答
礼
の
挨
拶
、
団
長
は
視
察

団
の
受
入
に
対
す
る
感
謝
、
視
察
団
の

目
的
な
ど
の
話
の
後
、
特
に
ホ
ン
ダ
さ

ん
に
は
、
こ
の
十
年
の
う
ち
四
回
に
わ

た
り
、
海
外
工
場
の
視
察
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
そ
の
上
、
今
回
の
視

察
団
に
埼
玉
製
作
所
の
橋
本
課
長
ま
で

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
の
意
を
表
し
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
寄

居
町
に
新
工
場
の
建
設
が
決
定
し
た
こ

と
は
、
埼
玉
県
民
と
し
て
最
高
の
歓
び

で
あ
る
こ
と
も
付
加
え
ら
れ
た
。

次
い
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用
し
て

・
ホ
ン
ダ
の
中
国
に
お
け
る
事
業
展
開

（
中
国
事
業
の
歩
み
、
拠
点
マ
ッ
プ
、

主
な
製
品
な
ど
）

・
広
州
ホ
ン
ダ
の
概
況
（
基
本
理
念
、

社
是
、
五
つ
の
運
営
方
針
、
生
産
実

績
な
ど
）

・
広
州
第
一
工
場
（
黄
埔
工
場
）
お
よ

び
広
州
第
二
工
場
（
増
城
工
場
）
の

紹
介

・
広
州
ホ
ン
ダ
を
支
え
る
協
力
工
場

（
一
三
八
社
）
お
よ
び
販
社
（
二
五

七
社
）
の
現
状

・
現
調
化
率
（
ア
コ
ー
ド
八
五
％
、
オ

デ
ッ
セ
イ
八
〇
％
、
フ
ィ
ッ
ト
九
〇

％
）
の
現
状

・
環
境
対
応
、
人
材
育
成
、
社
会
貢
献
、

要
人
視
察

な
ど
の
会
社
説
明
と
増
城
工
場
の
開
所

記
念
ビ
デ
オ
を
拝
見
し
た
。

そ
の
後
、
工
場
見
学
に
移
っ
た
。
ご

案
内
役
は
生
産
二
部
の
今
井
部
長
で
あ

る
。
正
門
の
反
対
側
か
ら
建
屋
内
に
入

る
た
め
、
ま
ず
バ
ス
で
移
動
し
た
が
、

驚
い
た
の
は
そ
の
敷
地
の
広
さ
、
面
積

一
〇
〇
万
�
を
有
し
、
見
た
と
こ
ろ
、

ま
だ
大
部
分
は
整
地
中
の
よ
う
で
あ
る
。

見
学
ル
ー
ト
は
専
用
通
路
を
利
用
し
、

四
基
の
中
国
製
一
、
〇
〇
〇
ｔ
プ
レ
ス

が
活
躍
す
る
プ
レ
ス
工
場
↓
自
動
、
半

自
動
、
手
動
と
現
場
の
実
力
に
合
わ
せ

た
と
思
わ
れ
る
溶
接
工
場
（
ロ
ボ
ッ
ト

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
課
題
を
抱
え
て
い

る
と
の
こ
と
）
↓
一
〇
四
秒
ご
と
に
一

台
の
車
が
ラ
イ
ン
オ
フ
す
る
組
立
工
場

の
順
に
三
工
場
で
あ
る
。
工
場
の
機
械

レ
イ
ア
ウ
ト
は
全
体
的
に
ゆ
と
り
あ
る

よ
う
に
見
え
た
が
、
年
�
二
四
万
台
を

見
越
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
あ
る
と
の
説

明
で
納
得
で
き
た
。

最
後
に
質
疑
応
答
で
あ
る
。

団
員
各
位
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
質
問

が
飛
び
出
し
た
。
�
現
調
化
率
が
一
〇

〇
％
に
な
ら
な
い
内
訳
は

�
新
工
場

の
人
の
募
集
と
教
育
訓
練
は

�
設
備

の
国
産
化
は

�
車
の
環
境
対
応
の
方

向
性
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
化
か
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
化
か

�
開
発
活
動
の
現
地
化
は

�
車
の
色
の
好
み
は

�
模
造
品
対

策
は
な
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
質
問
に
対
し
て
荒
澤
副
総

経
理
、
小
幡
副
工
場
長
、
今
井
部
長
の

三
氏
は
個
々
の
質
問
に
懇
切
丁
寧
に
答

え
て
下
さ
っ
た
。
�
エ
ン
ジ
ン
お
よ
び

広
州
本
田
汽
車
有
限
公
司
幹
部
�
中
央
は

荒
澤
副
総
経
理
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躍
進
を
続
け
る

宝
山
製
鉄
所
を
訪
問
し
て

日
本
鋳
鉄
管
�

取
締
役
工
場
長

宮
越

勉
氏

宮越 勉氏

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
臓
部
品
、
内
装
品
の

一
部
、
加
え
て
電
子
部
品
の
う
ち
の
機

能
部
品
で
あ
る
。
�
操
業
開
始
時
に
第

一
工
場
と
の
間
で
従
業
員
を
半
々
に
分

け
た
。
熟
練
度
は
落
ち
た
が
、
車
種
を

ア
コ
ー
ド
一
本
に
絞
る
こ
と
で
こ
れ
に

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
訓
練
は

車
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
た
め
、
ま
ず

本
田
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
徹
底
と
仕
事

へ
の
取
組
み
、
物
づ
く
り
へ
の
取
組
み

か
ら
教
え
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
人
は
研

修
に
は
非
常
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

�
投
資
ベ
ー
ス
で
概
ね
六
〇
％
で
あ
る
。

�
国
家
と
し
て
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
を
指

向
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
�
国
家

と
し
て
は
自
主
開
発
の
車
を
奨
励
し
て

い
る
が
、
各
社
足
並
み
は
揃
っ
て
い
な

い
。
ホ
ン
ダ
と
し
て
は
ど
こ
ま
で
か
未

決
定
で
あ
る
。
も
し
開
発
行
為
を
現
地

化
す
る
と
す
れ
ば
、
中
国
の
特
性
を
加

味
し
た
開
発
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
と

え
ば
走
行
距
離
と
か
道
路
事
情
で
あ
る
。

�
車
種
に
よ
っ
て
好
み
が
あ
る
。
ア
コ

ー
ド
は
黒
が
八
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

第
二
工
場
と
し
て
は
現
場
の
熟
成
の
た
め

色
は
絞
っ
て
生
産
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

�
知
財
権
の
確
保
に
留
意
し
て
い
る
。

質
疑
応
答
の
終
わ
り
に
あ
た
り
、
広

州
ホ
ン
ダ
が
脅
威
を
感
じ
て
い
る
こ
と

と
し
て
、
韓
国
車
、
特
に
現
代
自
動
車

の
伸
展
が
あ
る
と
の
こ
と
、
何
で
あ
ん

な
に
安
く
出
来
る
の
か
、
理
解
で
き
な

い
と
の
話
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

工
場
見
学
、
質
疑
応
答
な
ど
を
通
し

て
、
い
ま
、
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
て
い

る
中
国
の
自
動
車
産
業
の
姿
を
理
解
す

る
こ
と
が
出
来
た
が
、
そ
の
反
面
、
大

き
な
課
題
も
抱
え
て
い
る
こ
と
が
浮
き

彫
り
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
、
肌
で

感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

終
わ
り
に
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
私

た
ち
視
察
団
の
た
め
に
、
貴
重
な
時
間

を
さ
い
て
応
対
し
て
い
た
だ
い
た
広
州

ホ
ン
ダ
さ
ん
の
幹
部
の
方
々
に
深
甚
な

る
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
広
州
ホ
ン

ダ
さ
ん
が
中
国
市
場
に
お
い
て
ま
す
ま

す
存
在
感
の
あ
る
企
業
に
成
長
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
、視
察
報
告
と
し
た
い
。

山
崎
豊
子
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

「
大
地
の
子
」の
舞
台
と
な
っ
た
上
海
・

宝
山
製
鉄
所
。
上
海
市
の
中
心
部
か
ら

バ
ス
で
四
十
分
、
揚
子
江
の
河
口
か
ら

四
〇
�
上
流
に
立
地
す
る
敷
地
面
積
二

五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
粗
鋼
生
産
量

一
、
一
〇
〇
万
ト
ン
を
誇
る
世
界
最
大

級
の
製
鉄
所
で
あ
る
。

埼
玉
県
経
営
者
協
会
と
し
て
は
、
三

回
目
の
同
製
鉄
所
訪
問
と
な
っ
た
。

中
国
は
、
一
九
九
六
年
に
日
本
の
粗

鋼
生
産
量
を
追
い
抜
き
世
界
最
大
の
鉄

鋼
生
産
国
と
な
っ
た
。
最
近
は
毎
年
三
、

〇
〇
〇
万
ト
ン
以
上
の
ペ
ー
ス
で
生
産

能
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
二
十

五
年
間
で
一
度
も
前
年
の
生
産
量
を
下

回
っ
た
こ
と
が
無
い
国
で
あ
る
。
二
〇

〇
五
年
に
は
、
鋼
材
消
費
量
が
三
億
ト

ン
を
超
え
生
産
も
三
・
五
億
ト
ン
と
生

産
・
消
費
と
も
世
界
の
三
〇
％
強
を
占

め
て
い
る
。
宝
山
製
鉄
所
の
建
設
前
は

粗
鋼
生
産
量
が
二
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
に

満
た
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
こ

の
四
半
世
紀
の
発
展
は
、
ま
さ
に
チ
ャ

イ
ナ
・
ミ
ラ
ク
ル
と
い
う
表
現
が
あ
て

は
ま
る
。

こ
の
牽
引
車
と
な
っ
た
の
が
宝
山
製

鉄
所
で
あ
り
、
同
製
鉄
所
の
建
設
は
、

一
九
七
九
年
以
降
推
し
進
め
ら
れ
た

「
改
革
・
開
放
政
策
」
の
象
徴
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

宝
山
製
鉄
所
の
建
設
は
、
三
期
に
分

け
て
進
め
ら
れ
た
。
第
一
期
は
一
九
七

八
年
に
新
日
鉄
の
全
面
協
力
の
も
と

に
ス
タ
ー
ト
、
同
社
の
大
分
・
君
津

両
製
作
所
を
モ
デ
ル
に
建
設
が
行
わ

れ
た
。
一
三
〇
億
元
を
投
資
し
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
七
年
後

の
一
九
八
五
年
九
月
に
第
一
高
炉

（
炉
溶
�
四
、〇
六
三
立
法
メ
ー
ト

ル
）が
稼
働
。
第
二
期
は
一
七
〇
億

元
を
投
資
し
、
一
九
九
一
年
に
第
二

高
炉（
炉
溶
�
四
、〇
六
三
立
法
メ
ー

ト
ル
）が
稼
働
。
第
三
期
は
六
二
〇

億
元
を
投
資
し
、二
〇
〇
〇
年
に
第

三
高
炉（
炉
溶
�
四
、三
五
〇
立
法
メ

ー
ト
ル
）が
稼
働
。ま
た
二
〇
〇
六
年

に
は
、第
四
高
炉
を
稼
働
さ
せ
る
予

定
で
、こ
の
時
点
で
粗
鋼
生
産
能
力

宝山製鉄所 前列左から三人目原団長、その右が聞銘国際部長

宝
山
製
鉄
所
で
揚
子
江
を
背
に
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蘇
州
日
本
電
波
工
業
有
限
公
司

を
訪
ね
て

�

朝

日

ラ

バ

ー

彩
色
照
明
製
品
事
業
部
係
長

金
平

隆
史
氏

金平 隆史氏

一
、
六
〇
〇
万
ト
ン
体
制
が
実
現
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
中
国
に
は
中
小
を
含

め
る
と
一
、
〇
〇
〇
社
以
上
の
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
が
あ
り
資
源
の
濫
費
、
環
境
破

壊
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
政
府
の
「
鉄
鋼

産
業
発
展
計
画
」
に
基
づ
き
効
率
的
で

合
理
的
な
操
業
体
制
を
目
指
し
メ
ー
カ

ー
の
淘
汰
集
約
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
に
は
八
五
〇
社
程
度
に
減

少
す
る
と
の
見
通
し
が
出
さ
れ
て
い
る
。

宝
鋼
グ
ル
ー
プ
も
買
収
・
集
約
を
進
め

て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
タ
ル
の
粗
鋼

生
産
能
力
三
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
超
え
の

計
画
を
持
っ
て
い
る
。

中
国
は
、
鉄
鉱
石
の
大
半
を
ブ
ラ
ジ

ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
イ
ン
ド
等
か

ら
輸
入
し
て
い
る
が
、
急
激
な
生
産
拡

大
は
鉄
鉱
石
市
場
の
需
給
逼
迫
を
招
い

て
お
り
、
昨
年
度
は
三
五
％
も
の
大
幅

な
値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
事
態
に
対
し
宝
山
製
鉄
所
で
は
、

中
国
国
内
で
生
産
さ
れ
る
低
品
位
の
鉄

鉱
石
の
使
用
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
様
に
宝
山
製
鉄
所
は
、
急
速
に

世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
仲
間
入
り

し
た
が
、
労
働
生
産
性
の
向
上
も
目
覚

ま
し
い
。
設
立
当
時
四
五
、

〇
〇
〇
人
い
た
従
業
員
は

現
在
で
は
一
五
、
〇
〇
〇

人
ま
で
削
減
さ
れ
た
。
驚

く
べ
き
こ
と
に
は
余
剰
と

な
っ
た
三
万
人
に
対
し
て

も
標
準
賃
金
の
八
〇
％
が

支
払
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

収
益
状
況
も
売
上
二
〇

〇
億
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
利
益
率

一
三
％
（
三
〇
〇
億
元
）

と
高
業
績
を
あ
げ
て
お
り
、

従
業
員
も
毎
月
支
給
さ
れ

る
ボ
ー
ナ
ス
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
と
い
う
。
何
と

も
う
ら
や
ま
し
い
か
ぎ
り

で
あ
る
。

こ
の
様
に
順
調
に
発
展

し
て
き
て
い
る
宝
山
製
鉄

所
で
は
あ
る
が
、
自
動
車

用
鋼
板
等
の
高
級
材
で
は

品
質
面
で
日
本
メ
ー
カ
ー
に
遅
れ
を
と

っ
て
い
る
。
宝
山
製
鉄
所
で
は
、
日
本

メ
ー
カ
ー
と
自
動
車
用
鋼
板
製
造
の
合

弁
会
社
を
設
立
す
る
ほ
か
自
社
内
に
四

五
〇
名
の
技
術
陣
か
ら
な
る
研
究
所
を

設
立
し
新
材
料
の
開
発
・
品
質
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

今
や
世
界
一
の
鉄
鋼
生
産
国
と
な
っ

た
中
国
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
役
の
宝
山
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
第
四
高
炉
の
建
設
、

高
級
鋼
板
の
安
定
供
給
へ
向
け
た
体
制

作
り
更
に
は
海
外
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と

の
提
携
戦
略
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
意
欲
・
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を

実
感
さ
せ
ら
れ
た
工
場
訪
問
で
あ
っ
た
。

蘇
州
日
本
電
波
工
業
有
限
公
司
は
、

上
海
市
よ
り
約
一
〇
〇
�
ほ
ど
長
江
沿

い
に
奥
に
進
ん
だ
江
蘇
省
蘇
州
市
に
あ

り
ま
し
た
。

蘇
州
市
は
約
二
、
五
〇
〇
年
前
に
呉

越
同
舟
の
諺
の
語
源
と
な
っ
た
呉
の
国

の
首
都
が
あ
っ
た
街
で
、
明
代
に
建
て

ら
れ
た
庭
園
が
五
つ
も
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
大
変
歴

史
の
あ
る
街
で
す
が
、
改
革
開
放
後
は

い
ち
早
く
外
国
企
業
の
誘
致
に
取
り
組

み
、
現
在
は
、
日
系
企
業
三
〇
〇
社
を

含
む
約
一
、
三
〇
〇
社
が
展
開
す
る
工

業
都
市
と
し
て
の
側
面
も
併
せ
持
っ
た

都
市
に
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。

そ
の
中
で
も
早
く
か
ら
蘇
州
市
に
進

出
し
た
蘇
州
日
本
電
波
工
業
有
限
公
司

は
、
現
地
の
特
に
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
企

業
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
と
の

事
で
、
今
回
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
工
場

に
は
自
治
体
や
政
府
か
ら
受
け
た
表
彰

状
が
多
数
、
誇
ら
し
げ
に
飾
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

訪
問
当
日
は
、
小
林
副
董
事
長
、
陳

董
事
製
造
部
長
、
呉
営
業
部
長
の
御
三

名
に
、
工
場
敷
地
内
に
あ
る
蘇
州
古
典

園
林
を
模
し
た
建
築
の
福
利
厚
生
施
設

「
社
員
倶
楽
部
」
で
蘇
州
市
、
日
本
電

波
グ
ル
ー
プ
の
概
要
説
明
を
頂
き
、
そ

の
後
工
場
見
学
、
蘇
州
日
本
電
波
工
業

有
限
公
司
に
お
け
る
改
善
活
動
の
事
例

発
表
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蘇
州
日
本
電
波
有
限
公
司
は
、情
報
・

通
信
機
器
に
は
欠
か
せ
な
い
電
子
部
品

で
あ
る
水
晶
振
動
子
な
ど
の
水
晶
製
品

製
造
で
最
大
手
の
メ
ー
カ
ー
、
日
本
電

波
工
業
株
式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、

平
成
六
年
一
月
に
設
立
さ
れ
資
本
金
＄

三
、
七
二
〇
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
従
業
員
四
千

名
弱
の
独
資
企
業
で
す
。

中
国
子
会
社
設
立
の
当
時
の
背
景
と

し
て
は
、
円
高
や
製
品
の
市
場
価
格
の

下
落
、
海
外
生
産
拠
点
の
マ
レ
ー
シ
ア

で
賃
金
上
昇
や
労
働
力
不
足
が
顕
在
化

し
拡
張
が
難
し
い
と
思
わ
れ
た
こ
と
、

顧
客
企
業
な
ど
の
中
国
進
出
で
将
来
は

市
場
と
し
て
も
魅
力
的
に
な
る
と
考
え

ら
れ
た
こ
と
、
中
国
政
府
の
改
革
開
放

路
線
が
第
二
段
階
に
入
り
カ
ン
ト
リ
ー

リ
ス
ク
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
等
が

あ
っ
た
と
の
事
で
す
。

進
出
に
当
た
っ
て
は
、
も
ち
ろ
ん
事

前
に
中
国
各
地
の
イ
ン
フ
ラ
、気
候
、労

働
力
そ
の
他
に
つ
い
て
調
査
し
た
そ
う

で
す
が
、
そ
の
中
か
ら
特
に
蘇
州
市
を

選
択
し
た
決
め
手
は
、市
の
誘
致
策「
中

国
進
出
に
伴
う
各
種
行
政
手
続
き
を
代

行
す
る
ほ
か
進
出
企
業
の
ど
ん
な
相
談

に
も
乗
り
ま
す
。」と
の
行
政
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
あ
っ
た
と
の
事
で
す
。

実
際
そ
れ
は
進
出
に
当
た
っ
て
大
変

有
効
に
機
能
し
、
助
か
っ
た
と
の
事
で

し
た
。

進
出
時
に
最
も
苦
労
さ
れ
た
の
は
、

工
場
建
設
に
当
た
っ
て
現
地
の
建
設
会

社
が
費
用
前
払
い
を
要
求
し
て
来
た
時

原
団
長
か
ら
聞
銘
国
際
部
長
へ
記
念
品
贈
呈
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で
、
現
地
の
商
習
慣
を
全
く
知
ら
な
い

日
本
の
本
社
に
支
出
了
解
を
得
る
た
め

の
説
明
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
現
地
の
取
締
役
七
名
の
う
ち

四
名
が
中
国
ご
出
身
で
、
ま
た
中
国
で

の
事
業
展
開
の
基
本
方
針
に
、「
中
国

工
場
は
中
国
人
で
」
と
の
項
目
を
掲
げ

ら
れ
て
お
ら
れ
る
ほ
ど
現
地
化
を
強
く

意
識
し
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
お
ら
れ

る
日
本
電
波
工
業
様
で
す
が
、
最
初
は

な
か
な
か
日
中
の
習
慣
の
違
い
で
苦
労

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

工
場
見
学
で
は
、
水
晶
振
動
子
な
ど

の
製
造
工
程
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
検
査
・
出
荷
工
程
を
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
工
程
で
は
検
査
機
へ
の
製

品
投
入
や
目
視
外
観
検
査
な
ど
を
作
業

員
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
若
い
女
性

が
大
半
で
、
工
場
見
学
後
の
質
疑
応
答

時
に
伺
っ
た
所
で
は
従
業
員
構
成
の
約

九
〇
％
が
女
性
、
平
均
年
齢
は
操
業
以

来
二
十
五

歳
で
こ
れ

は
十
三
年
前
の
進
出
時
か
ら
変
わ
っ
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
理
由
に
つ

い
て
質
問
す
る
と
、
従
業
員
の
平
均
在

職
年
数
が
極
め
て
短
い
為
と
の
答
え
で

し
た
。

な
ぜ
な
ら
工
場
従
業
員
は
一
年
契
約
、

事
務
員
は
二
年
契
約
が
普
通
で
、
ま
た

現
地
の
法
律
で
十
年
以
上
勤
務
し
た
従

業
員
に
つ
い
て
は
終
身
雇
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
言
う
決
ま
り
が
あ
る
た

め
長
期
雇
用
は
少
な
く
、
労
働
力
の
移

動
が
発
生
し
や
す
い
の
だ
そ
う
で
す
。

工
場
従
業
員
の
大
半
が
蘇
州
よ
り
奥

地
の
出
身
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

ん
な
従
業
員
が
出
身
地
毎
に
休
日
に
蘇

州
市
内
で
集
ま
っ
て
は
各
社
の
労
働
条

件
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
て
い
る

の
も
労
働
力
移
動
が
置
き
や
す
い
土
壌

を
作
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
話

も
お
伺
い
し
ま
し
た
。

蘇
州
日
本
電
波
工
業
有
限
公
司
で
は
、

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
も
一
部
の
従

業
員
に
つ
い
て
は
長
期
雇
用
を
実
施
し
、

勤
続
十
年
に
な
る
従
業
員
も
出
始
め
、

継
続
的
な
中
国
事
業
展
開
に
向
け
必
要

な
布
石
は
打
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
事
で

し
た
。

十
三
年
前
の
中
国
進
出
当
時
は
、
欧

米
向
け
製
品
を
安
価
に
作
る
た
め
の
生

産
拠
点
と
し
て
の
比
重
が
大
き
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
蘇
州
日
本
電
波
工
業
様
で

す
が
、
近
年
は
、
顧
客
の
中
国
進
出
に

合
わ
せ
営
業
部
を
作
る
な
ど
販
売
体
制

を
整
備
し
生
産
量
の
一
五
％
を
中
国
国

内
で
販
売
す
る
な
ど
、
販
売
拠
点
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
中
国
現
地
の
競
合
他

社
も
価
格
・
品
質
両
面
で
追
い
上
げ
て

き
て
お
り
、
蘇
州
日
本
電
波
工
業
様
で

も
競
合
他
社
の
コ
ス
ト
研
究
、
自

社
の
更
な
る
生
産
性
・
品
質
の
改

善
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
危
機
感
も
お
持
ち
の
様
で
し
た
。

蘇
州
日
本
電
波
工
業
様
は
、
日

系
企
業
の
中
国
進
出
に
お
い
て
最

も
成
功
し
た
事
例
の
一
つ
と
言
え

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
御
話
を
お

伺
い
す
る
中
で
、進
出
の
成
功
は
現

地
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
中
国

の
大
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
る

こ
と
で
得
ら
れ
た
も
の
だ
と
の
自

信
と
気
迫
を
感
じ
、中
国
経
済
発
展

に
お
け
る
日
系
企
業
の
貢
献
の
形

の
一
つ
を
見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

最
後
に
、蛇
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
視
察
団
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
事
と
視
察
旅
行
中

に
さ
ま
ざ
ま
な
御
話
を
お
聞
か
せ

頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
事
を
申
し
添
え
ま
す
。

蘇
州
日
本
電
波
工
業
有
限
公
司
迎
賓
館
前
で

在
中
十
三
年
に
及
ぶ
小
林
敏
夫
副
董
事
長
の
話

小
林
副
董
事
長
の
説
明
に
聞
き
い
る
一
行
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中
国
清
華
大
学

産
学
官
連
携
拠
点
を
訪
問
し
て

吉
野
電
化
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

吉
野

寛
治
氏

吉野 寛治氏

平
成
十
八
年
度
、
埼
玉
経
協
中
国
社

会
経
済
視
察
団
の
一
員
と
し
て
、広
州
・

上
海
・
北
京
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
、
北
京
に
あ
る
清
華
大
学
産
学

連
携
拠
点
を
視
察
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

訪
問
し
た
の
は
十
月
九
日
か
ら
始
ま

っ
た
視
察
旅
行
の
後
半
に
当
た
る
平
成

十
八
年
十
月
十
四
日
で
し
た
。
こ
の
日

は
土
曜
日
で
あ
っ
た
た
め
研
究
拠
点
の

現
場
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
産
学
官
連
携
の
様
子
を
詳
細
に

講
演
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
展
示
物
を
見

る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
最
高
の
連
携
機

関
の
様
子
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

講
師
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
清

華
大
学
の
張
健
博
士
で
、「
科
学
技
術

に
よ
る
国
興
し
戦
略
の
も
と
で
行
わ
れ

る
産
学
共
同
研
究
の
実
践
」
と
題
し
た

三
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
ス
ラ
イ
ド
で
、

一
時
間
以
上
も
熱
弁
を
振
る
っ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。
張
先
生
は
中
国
創
業
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
で
あ
り
、
清
華
大

学
経
済
管
理
学
の
博
士
号
を
持
ち
、
中

国
教
育
統
治
局
秘
書
長
を
さ
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語
通
訳

に
は
、
日
本
の
茨
城
大
学
で
十
年
間
教

授
を
務
め
ら
れ
、
日
本
で
十
数
冊
の
出

版
も
さ
れ
、
京
セ
ラ
中
国
駐
在
代
表
で

も
あ
る
徐
先
生
が
当
た
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

講
演
内
容
の
テ
ー
マ
は
、
１
�
中
国

政
府
に
お
け
る
科
学
教
育
に
よ
る
国
興

し
戦
略
、
２
�
産
学
共
同
に
つ
い
て
、

３
�
産
学
共
同
に
関
す
る
「
生
態
学
サ

イ
ク
ル
」、
４
�
産
学
共
同
に
お
け
る

他
の
モ
デ
ル
、
５
�
未
来
に
お
け
る
動

向
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
大
変
具
体
的

な
も
の
で
し
た
。
そ
の
概
要
を
以
下
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

１
�
中
国
政
府
に
お
け
る
科
学
教
育
に

よ
る
国
興
し
戦
略

ま
ず
、
中
国
が
国
家
と
し
て
い
か
に

科
学
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
の
事
例
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
端
的
な
例
と
し
て
、
温
家
宝
首
相

が
「
中
国
の
社
会
経
済
発
展
の
た
め
に

は
、
基
本
的
に
科
学
技
術
の
進
歩
と
創

造
に
頼
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
目
的
は
、
い
ず
れ
中
国
は
国
際
的

に
影
響
力
を
持
つ
、
創
造
型
の
国
づ
く

り
を
目
差
す
こ
と
で
あ
る
。」
と
述
べ

ら
れ
た
そ
う
で
、
日
本
に
と
っ
て
は
脅

威
と
な
り
そ
う
な
内
容
で
す
。

科
学
と
教
育
に
よ
っ
て
国
興
し
に
成

功
し
た
国
の
実
績
か
ら
引
き
出
さ
れ
る

経
験
則
は
、
国
力
を
引
き
上
げ
、
経
済

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
育
の
発

展
と
科
学
技
術
の
進
歩
を
重
視
し
、
同

時
に
科
学
技
術
の
成
果
を
生
産
に
応
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

中
国
の
国
興
し
戦
略
の
骨
子
は
、
ハ

イ
テ
ク
技
術
の
開
発
を
中
心
と
し
て
産

業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
政
府
に
よ
る

指
導
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
お
よ
び
調
整
の

役
割
を
強
化
す
る
こ
と
、
官
学
民
が
一

体
と
な
っ
て
産
学
共
同
の
全
方
位
的
な

科
学
技
術
開
発
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、

お
よ
び
国
際
的
な
科
学
技
術
協
力
を
幅

広
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
産
学
共
同
開
発
を
国
が
後

押
し
す
る
体
制
と
い
う
わ
け
で
、
注
目

に
値
し
ま
す
。

２
�
産
学
共
同
（
産
学
研
と
表
記
さ
れ

る
）
に
つ
い
て

産
は
、
企
業
、
学
は
大
学
、
研
は
科

学
技
術
の
こ
と
で
、
産
学
が
共
同
し
て

科
学
技
術
を
研
究
、
実
用
化
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
科
学
研
究
、

教
育
、
製
造
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

が
お
互
い
に
補
充
し
、
産
業
の
上
流
、

中
流
、
下
流
が
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
こ
と

で
技
術
を
差
別
化
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
産
学
共

同
を
取
り
囲
む
環
境
の
行
方
が
大
き
な

影
響
を
与
え
る
の
で
、
政
府
の
役
割
が

大
切
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

３
�
産
学
共
同
に
関

す
る
「
生
態
学

サ
イ
ク
ル
」

産
学
共
同
が
う
ま

く
い
く
た
め
の
仕
組

み
と
し
て
、
張
先
生

が
お
考
え
に
な
っ
た

シ
ス
テ
ム
の
骨
格
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
大
学
で
の
科
学

研
究
の
成
果
が
あ
り
、

そ
の
成
果
を
各
地
の

ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー

に
一
旦
入
れ
て
、
産

業
化
に
向
け
て
の
研

究
を
強
化
す
る
。
そ

の
最
終
成
果
が
上
が

る
と
産
業
化
し
て
い

き
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

投
入
し
て
効
果
を
挙

げ
、
経
済
的
に
も
社

会
的
に
も
収
益
が
上

が
っ
た
ら
、
収
益
の

一
部
を
Ｕ
タ
ー
ン
さ

せ
、
大
学
の
研
究
機
関
に
回
す
、
と
い

う
サ
イ
ク
ル
を
お
考
え
で
し
た
。
科
学

技
術
研
究
の
原
動
力
の
中
心
は
、
日
本

で
は
企
業
が
中
心
だ
と
思
う
が
、
中
国

で
は
大
学
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
は
、

こ
れ
ら
の
力
を
い
か
に
引
き
出
し
て
産

業
化
の
方
向
に
持
っ
て
い
く
か
で
あ
る

と
の
お
話
で
し
た
。

中
国
き
っ
て
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

清
華
大
学
（
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
玄
関
）

前
列
左
か
ら
五
番
目
同
大
張
健
博
士
、
そ
の
右
が
原
団
長

― ９ ―



で
あ
る
、
清
華
大
学
の
科
学
技
術
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
沿
革
で
す
が
、
こ
こ

は
中
国
に
二
、
二
〇
〇
あ
る
大
学
の
中

で
、
唯
一
の
Ａ
ク
ラ
ス
の
、
国
家
レ
ベ

ル
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
で
あ
り
、
一

九
九
四
年
に
発
足
、
一
九
九
九
年
か
ら

重
点
的
に
発
展
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

二
〇
〇
二
年
に
は
、
世
界
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
タ
ー
協
会
か
ら
最
高
の
ベ
ス
ト
実
践

賞
を
も
ら
い
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
国

際
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
協
会
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
、
中
国
で
最
初
の
ケ
ー
ス
と

な
っ
た
と
の
こ
と
。
い
ま
や
世
界
的
大

企
業
で
あ
るSU

N

やG
oogle

、
中
国

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
社
が
次
々
と
進

出
し
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

４
�
産
学
共
同
に
お
け
る
他
の
モ
デ
ル

清
華
大
学
以
外
の
例
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
上
海
交
通
大
学
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
資
本
力
を
生
か
し
た

産
業
の
発
展
を
目
差
し
て
い
て
、
多
元

的
な
投
資
が
行
わ
れ
て
い
て
、
ブ
ラ
ン

ド
管
理
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
経
営
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

政
府
機
関
の
一
部
で
あ
る
、
中
国
国

立
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
（
ち
ゅ
う
か
そ

ん
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
）
は
、
政
府
が

強
力
に
介
入
し
て
い
る
例
で
、
人
材
の

育
成
や
企
業
化
に
力
を
入
れ
、
知
的
所

有
権
や
税
制
面
な
ど
政
府
な
ら
で
は
の

観
点
で
運
営
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
産
学
共
同
を
う
ま
く
立

ち
上
げ
る
た
め
の
留
意
点
や
リ
ス
ク
の

考
え
方
を
披
露
さ
れ
、
産
と
学
が
そ
れ

ぞ
れ
の
優
位
性
を
出
し
合
い
、
人
材
の

交
流
を
図
り
、
情
報
を
共
有
化
す
る
な

ど
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

清
華
大
学
か
ら
育
っ
た
モ
デ
ル
の
実

例
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
会
社
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
社
の
ネ

ッ
ト
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
技
術
は
国

際
レ
ベ
ル
に
あ

り
、
大
学
独
自

の
技
術
に
対
し

大
学
が
投
資
を

し
、
成
長
に
伴

う
資
金
不
足
に

対
し
て
は
、
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
が
融
資
を
で

き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

５
�
未
来
に
お
け
る
動
向

中
国
は
多
く
の
外
貨
準
備
高
を
得
て

い
て
、
開
放
政
策
以
来
海
外
進
出
が
増

え
て
い
る
が
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
に

関
し
て
も
海
外
で
の
立
ち
上
げ
が
検
討

さ
れ
て
い
て
、
課
題
研
究
の
た
め
海
外

視
察
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ハ
イ

テ
ク
パ
ー
ク
は
今
後
国
際
化
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
化
し
て
い
く
の
で
、
産
学
共

同
の
将
来
を
考
え
る
と
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク
の
役
割
は
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
、

し
た
が
っ
て
日
本
に
お
け
る
産
学
共
同

の
実
態
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

講
演
の
後
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
質

疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
産
学
共
同
に

つ
い
て
の
組
織
形
態
に
つ
い
て
は
、
中

国
国
立
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
（
ち
ゅ
う

か
そ
ん
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
）
が
政
府

機
関
で
あ
り
、
清
華
大
学
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
は
そ
の
下
部
組
織
に
な
る
こ
と
。

テ
ー
マ
の
選
定
は
、
国
家
ベ
ー
ス
で
は

五
カ
年
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、

予
算
も
付
い
て
い
る
が
、
計
画
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
専
門
部
会
が
進
捗
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
民
活
ベ
ー
ス
で
は
企
業
の
リ

ス
ク
と
な
る
そ
う
で
す
。
中
国
で
は
ま

だ
、
実
用
化
研
究
が
多
く
、
基
礎
研
究

を
今
後
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
の
認
識

で
し
た
。
清
華
大
学
の
学
生
数
は
、
学

部
・
大
学
院
合
計
で
約
二
万
人
、
競
争

率
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
で
、
全
国
各
省
の

ト
ッ
プ
一
〇
が
北
京
大
学
と
と
も
に
清

華
大
学
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
の

難
関
だ
そ
う
で
す
。
日
本
と
の
共
同
研

究
に
関
し
て
は
、
す
で
に
ト
ヨ
タ
な
ど

有
力
企
業
と
行
っ
て
い
る
し
、
積
極
的

に
手
を
組
む
つ
も
り
で
あ
る
が
、
費
用

は
研
究
内
容
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

最
後
に
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
展
示

場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
休
日
に
当
た
っ
た
た
め
実
験

室
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
な
か
っ
た
の
が

残
念
で
し
た
。
展
示
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
は
情
報
科
学
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
送
信
技
術
な
ど
の
研
究
分
野
で

し
た
。
展
示
物
と
し
て
は
、
ク
ラ
ス
タ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
と
そ
の

応
用
、
Ｈ
Ｐ
サ
ー
バ
ー
の
Ｒ
Ｘ
二
六
〇

〇
、
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
お
よ

び
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、
ギ
ャ
ン
ダ
ン
・

エ
ス
ク
ア
ー
ル
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
会
社

の
統
合
化
高
度
情
報
シ
ス
テ
ム
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｕ
Ｘ
映
像
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
、
高
速
通
信
用
二
、
五
か

ら
四
〇
ギ
ガ
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
、
高
速

光
通
信
用
光
源
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
実
用
化

の
た
め
の
エ
ポ
キ
シ
系
チ
ッ
プ
搭
載
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
用
い
る
半
導
体
固
体
型
光

源
、
自
動
操
縦
自
動
車
の
研
究
、
Ｉ
Ｐ

Ｖ
６
コ
ア
・
ル
ー
ト
な
ど
で
し
た
。

中
国
最
高
峰
の
頭
脳
を
取
り
入
れ
た

産
学
共
同
研
究
が
、
政
府
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

近
い
将
来
必
ず
や
世
界
的
に
影
響
力
を

持
っ
た
企
業
が
現
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
を
予
感
さ
せ
る
訪
問
で
し
た
。

左が張健博士

熱心な説明に聞きいる一行
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日
本
国
駐
中
華
人
民
共
和
国
大
使
館

堀
之
内
秀
久
公
使
に
面
談
し
て

坂
戸
ガ
ス
�

取
締
役
総
務
部
長

筋
野

正
美
氏

筋野 正美氏

平
成
十
八
年
十
月
九
日
�
〜
十
六
日

�
の
日
程
で
平
成
十
八
年
度
埼
玉
経
協

中
国
（
広
州
・
上
海
・
北
京
）
社
会
経

済
視
察
団
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
原
団
長
以
下
総
勢
二
十
五
名
）

広
州
で
は
�
九
日
�
、
広
州
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
様
を
訪
問
し
、
広
州
市
を
は
じ
め

と
す
る
広
東
省
の
概
要
・
華
南
経
済
圏

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
�

十
日
�
に
は
日
系
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
本

格
的
な
中
国
で
の
乗
用
車
現
地
生
産
・

販
売
の
先
駆
け
と
な
る
広
州
本
田
汽
車

有
限
公
司
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
社
は

一
九
九
八
年
設
立
さ
れ
広
大
な
工
場
を

有
し
、
現
在
生
産
台
数
は
年
間
二
三
万

台
を
誇
っ
て
お
り
、
大
変
成
功
さ
れ
て

い
る
企
業
で
、
日
本
の
も
の
作
り
の
真

髄
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
海
で
は
�
十
二
日
�
、
中
国
系
企

業
の
宝
山
製
鉄
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

同
製
鉄
所
は
文
化
大
革
命
を
経
て
、
七

〇
年
代
後
半
に
改
革
・
開
放
政
策
を
打

ち
出
し
、
新
日
鉄
等
か
ら
の
技
術
援
助

を
得
て
一
九
八
五
年
に
操
業
を
開
始
し

た
同
政
策
の
シ
ン
ボ
ル
企
業
で
す
。
続

い
て
十
三
日
�
に
は
上
海
か
ら
バ
ス
で

二
時
間
強
の
�
蘇
州
日
本
電
波
工
業
有

限
公
司
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
同
社

は
水
晶
デ
バ
イ
ス
専
業
で
世
界
シ
ェ
ア

大
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
で
す
。
蘇
州
ハ
イ

テ
ク
区
に
一
九

九
四
年
か
ら
操

業
さ
れ
、
日
本

企
業
の
こ
の
地

域
で
成
功
し
て

い
る
代
表
的
企

業
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
現

場
・
経
営
サ
イ

ド
で
も
現
地
化

を
推
進
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

最
後
の
視
察

地
北
京
で
は
十

四
日
�
、
産
学

官
連
携
拠
点
で

あ
る
清
華
大
学

が
提
案
し
た
構
想
を
教
育
部
と
北
京
政

府
に
よ
り
許
可
を
受
け
、
一
九
九
三
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
清
華
科
技
園
（
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
）
を
訪
問
い
た
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
産
学
官
の
人
・
物
・

資
金
を
一
箇
所
に
集
中
し
、
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
実
態
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

広
州
で
は
、�
世
界
の
工
場
	
に
変

貌
し
つ
つ
あ
る
中
国
へ
の
日
本
、
先
進

諸
国
か
ら
の
生
産
拠
点
の
進
出
の
実
態
、

上
海
で
は
時
速
四
三
〇


の
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
が
運
行
・
超
高
層
ビ
ル
群
の
林

立
等
、
日
に
日
に
発
展
し
て
い
る
プ
ラ

ス
面
で
の
中
国
の
現
実
を
実
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
急

激
な
発
展
に
伴
う
空
気
の
汚
れ
等
環
境

問
題
は
ど
う
か
、
巷
間
言
わ
れ
て
い
る

社
会
主
義
経
済
の
も
と
で
の
貧
富
の
格

差
の
問
題
は
ど
う
か
な
ど
の
疑
問
が
中

国
滞
在
を
重
ね
る
に
つ
け
、
訪
問
団
の

皆
様
に
浮
か
ん
で
き
た
の
は
自
然
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
の
な
か
で
、
十
四
日
�

の
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
京
で
、

日
本
国
駐
中
華
人
民
共
和
国
大
使
館

（
公
使
）
堀
之
内
秀
久
様
、（
参
事
官
）

堂
之
上
武
夫
、（
三
等
書
記
官
）
松
村

知
美
様
の
ご
三
名
様
と
訪
問
団
の
皆
様

と
夕
食
を
と
も
に
す
る
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
夕
食
会
は
タ

イ
ミ
ン
グ
が
良
く
、
訪
問
団
の
皆
様
が

知
り
た
い
こ
と
を
堀
之
内
公
使
様
方
よ

り
お
話
い
た
だ
き
、
現
在
の
中
国
の
現

状
を
理
解
す
る
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
が
実
現
で
き
た
の
は
、
原
団
長
の

甥
で
埼
玉
第
一
〇
区
選
出
衆
議
院
議
員

山
口
泰
明
様
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で

す
。（
当
選
四
回
、
現
在
外
務
常
任
委

員
長
）
山
口
様
は
外
務
省
を
通
し
て
北

京
大
使
館
と
当
訪
問
団
が
面
談
で
き
る

よ
う
ご
努
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山

口
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
堀
之
内
公
使
様
の
お
話
を
ご

紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

（
略
歴
）
外
務
省
入
省
後
南
京
大
学
留

学
、
中
国
駐
在
は
七
年
半
と
の
こ
と
で

す
。
又
山
口
泰
明
様
が
外
務
大
臣
政
務

官
の
時
ご
一
緒
に
仕
事
を
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

（
中
国
経
済
の
現
状
）
一
九
七
八
年
か

ら
の
改
革
開
放
政
策
に
よ
り
、
経
済
活

動
を
中
心
と
し
た
現
代
化
建
設
を
推
し

進
め
中
国
独
特
の
社
会
主
義
市
場
経
済

が
確
立
さ
れ
、
大
き
く
経
済
が
変
化
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

北
京
、上
海
、広
州
の
沿
岸
地
区
の
み
な

ら
ず
、
各
地
方
の
経
済
も
大
き
く
発
展

し
て
お
り
、
日
本
の
高
度
成
長
期
の
昭

和
三
〇
年
〜
四
〇
年
台
を
彷
彿
す
る
と

の
こ
と
で
す
。
バ
ブ
ル
経
済
の
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
八
年
の
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
二
〇
一
〇
年
の
上

海
万
博
が
予
定
さ
れ
て
お
り
そ
の
時
期

位
ま
で
経
済
活
力
は
維
持
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
。
経
済
発
展

日本国駐中華人民共和国大使館（中央は堀之内秀久公使）

堀之内秀久公使と原団長夫妻
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と
裏
腹
に
貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
て
お

り
、日
本
の
比
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

（
原
団
長
の
安
倍
総
理
の
十
月
八
日
の

中
国
訪
問
を
中
国
国
民
は
歓
迎
さ
れ
た

か
と
の
質
問
に
対
し
て
）

基
本
的
に

は
大
成
功
と
の
こ
と
で
す
。
中
国
国
民

は
暖
か
く
歓
迎
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
言
及
さ
れ
、

テ
レ
ビ
は
余
り
変
化
は
な
い
が
、新
聞
・

週
刊
誌
は
事
実
を
正
確
に
伝
え
る
と
い

う
変
化
が
見
ら
れ
、
喜
ば
し
い
こ
と
と

感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
�
人
民
日
報
�
は
新
聞
配

達
人
が
い
な
い
の
で
、
郵
便
配
達
人
が

配
達
し
て
お
り
、新
聞
と
い
う
よ
り�
官

報
�
に
近
い
も
の
と
の
こ
と
で
す
。

（
胡
錦
涛
政
権
の
課
題
）
中
国
独
特
の

社
会
主
義
経
済
が
確
立
さ
れ
て
三
十
年

近
く
に
な
り
、
急
激
な
経
済
発
展
が
さ

ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
を
露
呈
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
�
環
境
汚

染
↓
中
国
の
国
土
は
九
六
〇
万
�
で
世

界
の
陸
地
の
七
％
、
日
本
の
二
十
六
倍

で
す
が
耕
地
面
積
は
一
一
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
大
都
市
の
み
な
ら
ず
地
方
で
も

開
発
の
進
展
に
よ
る
緑
地
の
崩
壊
、
都

市
へ
の
人
口
流
入
・
車
の
急
増
に
よ
り

空
気
、
水
の
汚
染
は
極
め
て
深
刻
な
状

況
と
の
こ
と
で
す
。
�
貧
富
の
格
差
の

拡
大
↓
昨
年
度
の
資
産
ト
ッ
プ
は
古
紙

回
収
業
か
ら
財
を
な
し
資
産
約
二
〇
〇

億
元
（
約
三
、
〇
〇
〇
億
円
）
の
女
性

と
の
こ
と
で
す
。
又
、
地
方
で
も
農
地

を
工
業
用
地
に
変
え
市
町
村
の
財
政
が

潤
い
担
当
者
は
出
世
・
成
功
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
一
方
大
都
市
に
流
れ
こ
む

貧
し
い
人
達
が
急
増
、
農
地
を
失
っ
た

農
民
の
窮
迫
等
貧
富
の
格
差
は
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
�
経
済
発
展
に
伴
う
旺
盛
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
↓
南
シ
ナ
海
で
の
ガ
ス
田

開
発
を
巡
る
日
本
と
の
軋
轢
、
世
界
各

地
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
奔
走
す
る
中

国
政
府
の
活
動
等
が
た
び
た
び
新
聞
を

に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
。
中
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
独
占
懸
念
に
多
く
の
国
が
神
経
を

と
が
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
決

が
現
政
権
の
課
題
と
の
こ
と
で
す
。

（
そ
の
他
）
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対

応
↓
当
時
北
京
の
人
口
が
減
り
、
レ
ス

ト
ラ
ン
の
新
旧
交
替
が
お
こ
っ
た
そ
う

で
す
。
香
港
の
現
状
↓
英
国
よ
り
返
還

前
・
後
も
香
港
は
反
映
し
て
い
る
が
、

現
在
は
中
国
の
広
東
省
（
ビ
ザ
な
し
で

香
港
訪
問
可
能
）
の
人
達
が
中
心
と
な

り
訪
れ
て
お
金
を
消
費
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
堀
之
内
公

使
様
か
ら
団
員
の
皆
様
が
広
州
、
上
海

訪
問
の
実
体
験
を
通
じ
て
疑
問
に
思
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
お
聞
き
で
き
素
晴
ら

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
長
い
歴
史
を
有
す
る
日
本
と
中

国
の
関
係
が
一
層
密
接
に
な
る
こ
と
、

堀
之
内
公
使
様
は
じ
め
日
本
国
駐
中
華

人
民
共
和
国
大
使
館
の
皆
様
の
ご
活
躍

と
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前前
掲掲
以以
外外
のの
参参
加加
者者
たた
ちち

田中 忍氏 藤池 誠治氏 細沼 哲夫氏 太田 穰氏 原 幾代さん 利根 忠博氏

島村 英之氏 町本知賀男氏 河邊 啓一氏 伊藤 巖氏 矢花 昇氏

中込 秀明氏 橋本 勝彦氏

忽滑谷好博氏

坂本 フサさん 坂本 克己氏 高柳勢津子さん 高柳 貞夫氏
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中
国
視
察
ス
ナ
ッ
プ

▼上海バンド側からの浦東エリア

�
蘇
州
の
虎
丘
の
斜
塔

�
上
海
市
内
に
聳
え
る
高
層
ホ
テ
ル

�
広
州
・
中
山
紀
念
堂
（
孫
文
記
念
館
）

�
上
海
市
内
の
住
宅
街

�
上
海
の
浦
東
エ
リ
ア

�
蘇
州
の
水
郷

�
北
京
・
故
宮
博
物
館
前
で
記
念
撮
影
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年度 期間（日数） 参加者 視 察 団 名 称 団 長 名 主 た る 視 察 先

１ 昭和
５１年度

１１／１～１１／１１
（１１日間） １８名 アメリカ社会・経済視察団 �埼玉銀行

加藤取締役
GM、全米製造業者協会、オリムピック釣り具、埼玉銀行ニ
ューヨーク支店、他

２ ５２年度 １０／８～１０／２４
（１７日間） １６名 ヨーロッパ

社会・経済視察団
�埼玉銀行

高橋取締役 TCU本部、EC本部、ベンツ社、ドイツ経営者連盟、他

３ ５３年度 １０／１６～１０／２８
（１３日間） ２８名 埼玉県経済友好訪中団 日産ディーゼル�

猪股副社長
中国友好協会秘書長孫平化氏会見、上海工業博覧会、国貿促、
北京第二綿紡工場、西安儀表蔽

４ ５４年度 ４／２９～５／３
（５日間） ２８名 韓国セマウル運動

視察チーム
日本ピストンリング�

山本総務課長 大韓商工会議所、輸出入振興公社工場、他

５ ５５年度 ４／２６～５／７
（１２日間） １８名 中国友好訪中団 �埼玉銀行

伊地知専務 広州交易会、金井人民公社、湖南省刺しゅう工場、他

６ ５６年度 １０／１４～１０／２４
（１１日間） ２１名 東欧（ポーランド）

西欧視察団
�埼玉銀行

吉田専務 ルノー、ドイツ経営者連盟、ホンダベルネックス、他

７ ５７年度 １０／１３～１０／２７
（１５日間） １８名 東欧（チェコスロバキア）

西欧視察団
�埼玉銀行

関口常務
フォルクスワーゲン、トルコ（イスタンブール）、オースト
リア産業者連盟、他

８ ５８年度 ９／１１～９／１５
（５日間） １７名 韓国社会・経済視察団 �朝霞製作所

酒井社長 蔚山工業団地、ソウル商工会議所、国境（板門店）、他

９ ５８年度 １０／８～１０／２２
（１５日間） １３名 東欧（ハンガリー）

西欧視察団
�埼玉銀行

野崎常務
アダム・オペル社、プジョー・シトロエン社、フランス経営
者連盟、他

１０ ５９年度 １０／９～１０／２０
（１２日間） １４名 アメリカ社会・経済視察団 �埼玉銀行

小宮山常務
テキサスインスツルメンツ社、埼玉銀行ニューヨーク支店、
トヨタ自動車、他

１１ ６０年度 １０／５～１０／１４
（１０日間） ２４名 オーストラリア・

東南アジア社会経済視察団
�埼玉銀行

岩井常務
埼玉銀行シドニー支店・シンガポール支店、リズム時計シン
ガポール、トヨタ自動車、他

１２ ６１年度 ４／２５～５／４
（１０日間） １３名 中国経済視察団 �埼玉銀行

吉野常務
上海宝山製作所、日産ディーゼル工業、埼玉銀行北京駐在員
事務所、他

１３ ６３年度 ９／７～９／１９
（１３日間） ２０名 カナダ・アメリカ

社会経済視察団
�埼玉銀行

今井副頭取
モントリオール都市共同体（ケベック州セミナー）、ジュトロ・
埼銀シカゴ支店、米国ブリジストン、ヂーゼル機器USA、他

１４ 平成
元年度

１０／１１～１０／２１
（１１日間） ２２名 ヨーロッパ（EC諸国、東西

ベルリン）社会経済視察団
�埼玉銀行
吉野代表取締役専務

埼玉銀行ロンドン支店、日産自動車英国工場、BMW社、EC
本部、ドイツ金属労働組合、パリ国際自動車見本市、フラン
ス使用者連盟

１５ 平成
２年度

１０／３０～１１／１０
（１２日間） １７名

ヨーロッパ（EC諸国、東
西ベルリン、チェコ）社会
経済視察団

�埼玉銀行
北川常務

フランクフルト・ドイツ商工会議所、埼銀フランクフルト駐
在員事務所、メルセデス・ベンツ社、日産モートルイベリカ
社・国際プラスチック＆ゴム日本市 ILO（国際労働機関）他

１６ 平成
４年度

５／３１～６／１１
（１２日間） １９名 アメリカ社会経済視察団企

業の地域社会活動を中心に
�協和埼玉銀行

新井常務

ピッツバーグ財団、ホンダ・オブ・アメリカ、３Mザ・コ
カコーラ・カンパニー、CNNセンター、日立ファウンデー
ション、協和埼玉銀行ニューヨーク支店、他

１７ 平成
７年度

７／９～７／１５
（７日間） １８名 中国視察経済視察団 �あさひ銀行

耀常務

中国対外貿易経済合作部、北京職合印刷紙器、大連対外経済
貿易委員会、東芝大連社、上海対外経済貿易委員会、上海東
洋電装、あさひ銀行上海支店他

１８ 平成
８年度

１０／１５～１０／２５
（１１日間） ２１名 アメリカ社会経済視察団 �あさひ銀行

細井常務

あさひ銀行ニューヨーク支店、クリーブランドトゥモロウ、ホンダ・
オブ、アメリカ、北バージニア・テクノロジー協議会、スマートバレー
公社、オークランドエレクトロニック・コマース・リソース・センター

１９ 平成
９年度

９／２０～９／２７
（８日間） １８名 イタリア社会経済視察団 �あさひ銀行

栗原常務

アキーレピント織物染色工場、カルニーニ乳製品工場、フィ
アット自動車、サルバトーレ・フェラガモ社、ジェトロ・ロ
ーマ事務所、イタルガス社

２０ 平成
１０年度

９／１１～９／１９
（９日間） ２０名 欧州社会経済視察団 武州瓦斯� 原社長 LEMO社、AGR社、エナジー・ノード・ウェスト社、アー

ルスメール中央生花市場

２１ 平成
１１年度

１０／３０～１１／６
（８日間） ３２名 タイ・ベトナム

社会経済視察団 武州瓦斯� 原社長
タイ国商務省輸出振興局、日・タイ経済協力協会、パイオニア・タイ社、タイ国副首相・商務
大臣、あさひ銀行バンコック駐在員事務所、タイ・ホンダ社、タイ工業連盟、伊勢丹タイラン
ド、新電元工業ランプーン工場、ベトナム商工会議所ホーチミン事務所、越祥電子有限公司

２２ 平成
１２年度

９／９～９／１７
（９日間） ２０名 欧州社会経済視察団 武州瓦斯� 原会長

モナコ公国電気・ガス会社、アルカテル・アヌシー工場、モ
ンテッサ・ホンダ社、バルセロナ大学・サイエンステクノロ
ジーパーク

２３ 平成
１３年度

８／２５～９／２
（９日間） ２３名 カナダ社会経済視察団 武州瓦斯� 原会長 ウィロールートエンバーロメンタル社、ウィーラン社、ウエ

ストポートイノベーションズ社 バンクーバー日本総領事館

２４ 平成
１４年度

６／８～６／１６
（９日間） １６名 欧州（フランス・オランダ・

ベルギー）社会経済視察団 武州瓦斯� 原会長 ル・バル・ド・グリ、フロリアード２００２（オランダ花博）EU
委員会、トヨタフランス

２５ 平成
１４年度

３／８～３／１３
（６日間） １６名 ラオス・タイ

社会経済視察団 武州瓦斯� 原会長 ラオス政府の招待を土屋知事（当時）が受け、同行要請があ
り視察団を編成。政府関係諸機関を公式訪問

２６ 平成
１５年度

１０／１２～１０／２０
（９日間） １６名 欧州（イタリア・スイス）

社会経済視察団 武州瓦斯� 原会長 リマージュ社、マビアン・ラブズ社、トリジアーノワイン社、
ピエロ・トウッチ社

２７ 平成
１６年度

８／１６～８／２５
（１０日間） ２３名 メキシコ社会経済視察団 武州瓦斯� 原会長

上田知事のメキシコ訪問に一部同行し、視察団を編成。メキ
シコ州政府関連公式行事に参加。ロバート ボッシュ メキ
シコ社

２８ 平成
１７年度

９／８～９／１８
（１１日間） １７名 アメリカ・カナダ

社会経済視察団 �デサン 藤池社長
上田知事のアメリカ訪問に一部同行し、視察団を編成。オハイオ州政府関連公式
行事に参加。ホンダ・オブ・アメリカ・マニュファクチュアリング社、ジェファー
ソン・インダストリーズ・コーポレーション、エンタープライズセンターフォー
ラム、ハーバード大学、ケベック州政府観光局、スタゴレックスカナダ社

本 会 主 催 海 外 視 察
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